
 

 

 

 

 

第７回地域協働学校運営協議会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

■日 時   令和７年１２月９日 １６：３０～１７：４０ 

■場 所   落合第六小学校 図書室 

■司 会   副校長 

【代表挨拶】 

１２月６日の音楽会では、どの学年も素晴らしい発表でした。特に６年生のアフリカンシンフォニーでは、コンガの

音に合わせて、体育館がアフリカの雰囲気に包まれました。 

【校長挨拶】 体調不良のため欠席 

【学校の取組等について】 

インフルエンザの蔓延で、学年閉鎖や学級閉鎖を行い、予定されていたおちろく班遠足は中止となりましたが、

代わりに１２月１１に拡大全校あそびとして、楽しい時間を作る予定です。１２月６日の午前中は音楽会、午後はオ

ープンスクールとして音楽祭を開催し、のべ 1,000人の保護者や地域の方にお越しいただきました。音を楽しむ

ことをテーマに子どもたちが考え、おちろく DASHでの縦割り班でお店を作りました。ご来校いただき、ありがとう

ございました。１２月２５日に終業式を迎え、冬休みに入ります。新年が明けましたら、書初め展の開催を予定して

おりますので、次回の協議会にお越しの際、ご覧いただければと思います。 

【意見交換】 

・１２月８日に第２回地域協働学校研修会が新宿コズミックセンターで開催され、４名（亀井・鯉沼・髙島・水上）で

参加した。 

・地域の大人は「ななめの関係」で子どもたちに接することで「世間知」を伝える。 

・「１つ良いことをすると、３つ良いことが返ってくる」、「１つ悪いことをすると、３つ悪いことが返ってくる」を思い出し

た。心に響く言葉が大事だと思う。 

・今どきの子どもとの接し方について、今の子どもたちの置かれている環境についても話があった。 

・子どもの意見は、まず肯定して、受け止めることが大切。 

・AIの技術が進み、相談事をＡＩにする人が増えているが、返答が肯定から入るので、親近感を持ってしまう。 

・子どもとの距離の取り方を考え、子どもの気持ちに寄り添い対話することが大切。 

・小学校のイベントに、中学生が来校して盛り上げることができると良いのではないか。 

・動画を見る子どもたちは、実際にできないことでも、自分もできる気がしてしまうことが多い。 

・字が上手に書けるようになる動画だけで、自分で実際に書くことをしなければ、字の上達は難しい。 

・実際に経験し、失敗と成功を繰り返すことが大事。 

・今の子どもたちにとって、スマホは体の一部に感じるくらい、重要なツールになっている。 

・スマホがなくても生活できることを、伝えていきたい。 

・図書館では、調べる学習の出前授業を実施し、子どもたちがたくさんの応募をしてくれた。 

【次回の予定】  令和８年１月２０日（火） １６：３０～ 
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